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6月10日「子どもや歩行者の安全対策の強化を求める要望書」を館山市長に渡しました（要望書の内容は３頁）

ご

挨

拶

先
の
館
山
市
議
会
議
員
選
挙
に
お

い
て
、
多
く
の
皆
様
の
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
三
期
目
の
議
員
活
動
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
私
ど
も
公
明

党
は
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
、
ご
意

見
ご
要
望
を
実
現
す
る
た
め
の
、
行

政
に
対
す
る
予
算
要
望
書
の
提
出
や
、

行
政
一
般
通
告
質
問
を
、
今
後
も
欠

か
さ
ず
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

同
時
に
、
こ
れ
ま
で
館
山
市
議
会
が

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
、
行
政

の
監
視
や
政
策
提
案
と
い
っ
た
、
議

会
の
役
割
と
取
り
組
み
を
、
広
く
市

民
の
皆
様
に
お
伝
え
す
る
作
業
を
、

議
員
自
ら
の
成
長
と
合
わ
せ
、
さ
ら

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
館
山
の
農

水
産
業
、
地
域
産
業
、
伝
統
産
業
や

観
光
関
連
産
業
の
活
性
化
の
た
め
に
、

一
体
と
な
っ
た
地
域
振
興
策
、
地
域

再
生
計
画
の
具
体
的
な
着
手
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
館
山
市
の
あ
ら
ゆ
る
魅
力

発
信
と
、
地
域
産
品
の
販
売
と
流
通

の
場
で
あ
る
、
流
通
拠
点
整
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
「
道
の

駅
」
の
建
設
に
よ
り
館
山
市
内
外
か

ら
の
大
き
な
人
の
流
れ
を
つ
く
り
、

地
域
経
済
の
活
性
化
、
事
業
者
の
規

模
拡
大
や
生
産
量
の
増
加
が
、
雇
用

や
就
業
の
場
を
作
り
出
す
経
済
の
好

循
環
と
波
及
効
果
を
生
み
出
し
て
ま

い
り
ま
す
。

７
月
に
は
参
議
院
選
挙
が
行
わ
れ

ま
す
が
、
国
の
安
定
は
地
方
か
ら
、

ま
た
安
定
し
た
国
政
に
よ
り
、
地
方

の
発
展
が
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
す
。

私
た
ち
公
明
党
は
、
地
方
議
員
か

ら
国
会
議
員
ま
で
、
全
国
３
０
０
０

名
の
議
員
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
政

党
と
し
て
、
皆
様
の
声
が
政
治
に
反

映
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
元
年
５
月
街
頭
演
説
（
要
旨
）

◎

龍
﨑

滋

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
５
４
年
館
山
市
広
瀬
生
れ
／
安
房
高
・
専
修
大
学

卒
、
家
族
／
母
・
妻
・
長
男
・
長
女
の
５
人
家
族

農
産
物
直
売
所
「
な
の
は
な
村
」
代
表
、
農
産
物
直
売

所
連
絡
協
議
会
会
長
、
た
て
や
ま
緑
の
仲
間
た
ち
（
農

業
体
験
・
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
代
表
。

議
会
歴
／
総
務
委
員
会
、
建
設
経
済
委
員
会
、
文
教
民

生
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
、
各
委
員
長
歴
任

議
会
役
職
／
建
設
経
済
委
員
、
党
役
職
／
内
房
総
支
部
長
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今
回
の
会
期
中
、
行
政
側
か
ら
唐
突

に
二
中
と
三
中
の
統
合
案
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
発
端
は
、
耐
震
不
足
の
三
中
校

舎
建
替
え
で
す
が
、
工
事
中
、
三
中
生

徒
と
教
職
員
は
二
中
校
舎
に
移
転
と
な

り
、
二
つ
の
中
学
が
併
存
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
将
来
的
な
生

徒
数
の
減
少
も
視
野
に
入
れ
て
の
政
策

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
現
在
の
二
中
校
舎

は
汐
入
川
沿
い
に
あ
る
た
め
、
津
波
被

害
の
想
定
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。
説
明

会
で
は
、
保
護
者
な
ど
か
ら
事
前
に
意

見
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
べ
き
だ
等
、

様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
、
学
校
統
合
と
校
舎
建

替
え
と
い
っ
た
大
き
な
問
題
に
対
し
て

は
、
行
政
は
そ
の
基
本
方
針
を
明
確
に

示
し
た
上
で
、
意
見
聴
取
を
す
る
手
順

が
必
要
で
す
。
そ
し
て
議
会
は
そ
れ
ら

の
施
策
に
対
し
、
納
得
と
賢
明
な
判
断

を
下
す
義
務
と
責
任
が
あ
り
ま
す
。

6月23日開催の安房支部消防操法大会で、最優秀賞になった第8分団20部の勇姿を 消防委員として応援

要望を 受け移設されたポスト（館山市役所玄関前） 通告質問で取り上げた山本堰

夏の風物詩となった館野小学校前のヒマワリを 6年生と植える


